
 

  

  

３つ目の輪である「一次救命処置」の中でも心停止が起こったときは時間との勝負です。倒れて１０分の間に現場に居合わせた

人が何をするかで勝負が決まります。救急隊が到着する前に市民が心肺蘇生を行った場合は、行わなかった場合に比べて生存率

が高いことが分かっています。また市民が除細動を行ったほうが、救急隊が除細動を行うよりも早く実施できるため社会復帰率

が高いことが分かっています。

一般の方が、救命の連鎖を支える重要な役割を担っているのです。

救命の連鎖を繋げる

ために、応急手当普及

講習を受けましょう。 
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